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　　For solving global environmental probrem and energy resource probrem, renewable energy 
such as a solar power growth is desired.
　　In this paper a consumption current of  appliances used by a Mobile Solar Power Supply System 
for Emergency Use is measured. As a result, lamps and information devices are operable, but a 
refrigerator and a fan heater, being flowed an-overcurrent are not operable.
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　図 3 に白熱電球、電球型蛍光ランプ、LED 電球の測
定結果を示す。
　図 3 より白熱電球は放電電流が約 5.5[A] と大きなため
長時間の使用は難しいことがわかる。また、電球型蛍光
ランプと LED 電球は両者とも放電電流が約 2[A] であり
それほど差がないこともわかる。なお、ここで測定した









　図 5 に直管型 LED 照明の測定結果を示す。











































































　図 13 に CD ラジカセの測定結果を示す。
　消費電流が 0.7[A] になっている期間は CD モード、
0.5[A] になっている期間はラジオモードである。なお、











　図 15 に IH 湯沸かし器の測定結果を示す。
　電源電圧が正弦波ではないためか、電源ボタンを押し
てもブザーが鳴るだけで電源ランプは点灯せず、水も暖
まらなかった。今後、正弦波インバータで動作するかど
うかを確かめる必要がある。
4. おわりに
　以上のように、非常用可搬型太陽光給電システムで動
作させることを想定している家電機器について、イン
バータを介してバッテリーの電気で動作させたときにど
の程度の電流を消費するのかを測定した。この結果、照
明機器、情報機器などは動作することが確認できたもの
の、冷蔵庫や石油ファンヒータといった始動時に大電流
が流れる機器に関しては動作させることができないこと
が確認できた。また、交流を直流に変換して動作する機
器も多いため、直流機器の普及の必要性も感じられた。
今後は、今回動作しなかった機器への対策として、疑
似正弦波インバータと正弦波インバータでの動作比較、
バッテリーに電気二重層キャパシタを並列に接続し、急
激な電圧低下を防ぐ等を行う予定である。
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